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こ
の
写
真
は
、
中
部
森
林
管
理
局
が
、
保
有

す
る
国
有
林
野
事
業
に
関
す
る
古
い
写
真
・
映

像
資
料
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化

を
進
め
て
い
る
作
業
の
中
で
見
つ
か
っ
た
写
真

で
す
。
明
治
神
宮
の
社
殿
は
、
昭
和
二
十
年
四

月
の
空
襲
で
焼
失
し
、
そ
の
後
、
国
内
外
の
寄

付
な
ど
に
よ
っ
て
、
昭
和
三
十
年
か
ら
三
十
三

年
に
か
け
て
復
興
造
営
工
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
工
事
に
用
い
ら
れ
た
木
材
の
多
く
が
裏
木

曽
国
有
林
か
ら
伐
採
さ
れ
て
お
り
、
地
元
自
治

体
で
あ
る
中
津
川
市
に
も
縁
の
あ
る
、
歴
史
的

な
資
料
で
は
な
い
か
と
考
え
、
こ
れ
ら
の
写
真

群
の
う
ち
九
点
に
つ
い
て
拡
大
し
て
パ
ネ
ル
を

作
製
し
、
中
部
森
林
管
理
局
か
ら
中
津
川
市
に

贈
呈
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。　

　

当
日
は
、
東
濃
森
林
管
理
署
長
か
ら
青
山
節

児
中
津
川
市
長
に
、
パ
ネ
ル
が
贈
ら
れ
、
市

長
か
ら
は
、「
中
津
川
市
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
が
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
伊
勢
神
宮
だ
け
で
な
く
、

様
々
に
役
立
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
資
料
を

い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
た
い
。
市
民
に
と
っ
て

誇
れ
る
資
源
で
あ
る
こ
と
を
広
報
誌
等
で
紹
介

し
て
い
き
た
い
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
は
早
速
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
設
置
さ

れ
、
三
月
末
ま
で
展
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
訪
れ
た
市
民
の
方
々
は
、
昭
和
三
十
年
に

行
わ
れ
た
御
用
材
の
斧
入
れ
式
（
木
本
祭
）
や

新
宿
駅
（
東
京
）
に
到
着
し
た
御
用
材
、
横
綱

を
先
頭
に
し
た
御
用
材
御
木
曳
の
様
子
、
御
本

殿
扉
の
加
工
作
業
等
の
パ
ネ
ル
に
興
味
深
く
見

入
り
「
こ
れ
は
中
津
川
市
の
誇
り
だ
。」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

中
津
川
市
に
よ
れ
ば
、
パ
ネ
ル
は
今
後
も
五

月
三
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
つ
け
ち
森
林
市
」

の
会
場
で
展
示
す
る
な
ど
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
伝
え
て
い
た
だ
く
と
の
こ
と
で
す
。

 

［
中
信
署
］
三
月
十
八
日
、
松
本
市
旭
に
あ
る

国
立
大
学
法
人
信
州
大
学
理
学
部
に
お
い
て
、

信
州
大
学
山
岳
科
学
総
合
研
究
所
（
以
下
「
研

究
所
」
と
い
う
）
と
の
打
ち
合
わ
せ
会
議
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
我
が
国
の
学
術

の
振
興
及
び
環
境
保
全
を
は
じ
め
と
す
る
森
林

の
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
中

信
森
林
管
理
署
と
研
究
所
の
両
機
関
が
森
林
及

び
山
岳
分
野
に
係
る
研
究
教
育
、
技
術
開
発
等

の
相
互
協
力
が
可
能
な
事
項
に
つ
い
て
、
互
恵

の
精
神
に
基
づ
き
具
体
的
な
連
携
・
協
力
を
効

果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
平
成
二
十
一
年
七
月

二
十
七
日
に
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
今
年
で
五

回
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
今
年
度
の
活
動
報
告
と
し
て
、
署
か

ら
は
本
年
度
の
取
組
状
況
（
主
要
事
項
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
な
ど
）
を
説
明
し
、
研
究
所

か
ら
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
紹
介
、
研
究
者
か

ら
①
上
高
地
・
明
神
地
域
に
お
け
る
湧
水
の
特

性
②
日
本
ア
ル
プ
ス
に
お
け
る
二
○
一
三
年
の

越
年
性
雪
渓
分
布
③
白
馬
岳
の
山
火
事
跡
地
に

お
け
る
四
年
間
の
植
生
回
復
の
三
課
題
に
つ
い

て
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
当
署
の
職
員
か
ら
、
現
在
行
わ
れ

て
い
る
事
業
へ
の
応
用
と
し
て
、「
湧
水
に
含

ま
れ
る
成
分
分
析
に
加
え
、
地
上
水
と
浸
透
水

の
温
度
差
に
よ
る
流
入
経
路
の
識
別
化
等
が
可

能
か
」、「
毎
年
の
気
温
の
変
化
と
積
雪
量
の
因

果
関
係
は
あ
る
の
か
」
等
、
多
く
の
質
問
が
さ

れ
、
充
実
し
た
打
ち
合
わ
せ
会
議
と
な
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
今
年
度
末
で
研
究
所
の
所
長
を
退
任

さ
れ
る
理
学
部
鈴
木
啓
助
教
授
か
ら
、
白
馬
岳

の
山
火
事
跡
地
に
お
け
る
植
生
回
復
調
査
、
航

中津川市役所に展示されたパネル

植生回復の発表

会議の様子

信
州
大
学
山
岳
科
学
総
合
研
究
所

�

打
ち
合
わ
せ
会
議
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空
写
真
の
貸
与
等
数
々
の
森
林
管
理
署
の
協
力

に
対
し
て
の
お
礼
と
、
ま
た
、
来
年
度
か
ら
信

州
大
学
の
改
革
に
あ
わ
せ
て
信
州
大
学
山
岳
科

学
研
究
所
に
名
称
を
変
更
し
、
南
箕
輪
村
に
あ

る
農
学
部
へ
移
る
旨
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
研
究
所
が
改
変
し
て
も
引
き
続
き
協
定

の
主
旨
を
踏
ま
え
、
連
携
・
協
力
を
し
て
い
く

こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

 

［
木
曽
署
］
三
月
二
十
六
日
、
長
野
県
上
松
技

術
専
門
校
に
お
い
て
、
上
松
技
術
専
門
校
、
木

曽
官
材
市
売
協
同
組
合
及
び
木
曽
森
林
管
理
署

の
三
者
で
締
結
す
る
「
職
業
訓
練
の
た
め
の
木

曽
産
木
材
の
供
給
と
利
用
等
に
関
す
る
協
定

書
」
の
調
印
式
が
上
松
町
立
会
の
下
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

長
野
県
上
松
技
術
専
門
校
は
、
木
工
科
と
木

材
造
形
科
が
あ
り
、
全
国
か
ら
約
四
十
名
の
生

徒
が
入
校
し
、
一
年
間
の
家
具
製
作
等
に
必
要

な
技
術
を
習
得
し
、
木
材
関
係
の
工
場
等
へ
卒

業
生
を
送
り
出
し
て
い
る
職
業
訓
練
校
で
す
。

木
工
等
の
実
習
に
は
ク
リ
、
ナ
ラ
、
サ
ク
ラ
等

の
広
葉
樹
を
使
用
し
、
家
具
製
作
な
ど
の
基
礎

を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

同
校
の
実
習
で
は
、
こ
れ
ま
で
木
曽
谷
か
ら

産
出
さ
れ
る
木
材
で
は
な
く
、
他
の
地
域
の
卸

売
業
者
か
ら
製
材
品
を
購
入
し
て
使
用
さ
れ
て

お
り
、
前　

木
局
長
が
同
校
を
視
察
し
た
際
に

局
長
か
ら
「
実
習
用
教
材
と
し
て
国
有
林
か
ら

産
出
さ
れ
る
木
材
を
供
給
で
き
な
い
か
。」
と

の
提
案
を
受
け
て
、
同
校
や
同
組
合
と
調
整

し
、
国
有
林
材
の
供
給
と
加
工
の
ほ
か
、
林
業

や
木
材
加
工
の
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
な
ど

を
内
容
と
す
る
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
す
。

　

調
印
式
に
お
い
て
は
、
長
野
県
上
松
技
術
専

門
校
の
大
屋
校
長
か
ら
協
定
に
至
っ
た
経
過
報

告
と
「
本
協
定
に
よ
り
、
地
域
が
育
ん
で
き
た

産
業
と
歴
史
を
学
び
、
次
代
へ
の
木
工
に
係
る

後
継
者
を
地
域
の
力
で
育
て
て
い
く
と
い
う
意

義
あ
る
協
定
が
締
結
で
き
た
。」
と
挨
拶
が
あ

り
、
当
署
の
高
嶋
署
長
か
ら
は
「
こ
の
協
定
を

通
じ
、
木
材
の
性
質
や
森
林
・
林
業
に
対
す
る

理
解
が
深
ま
り
、
地
域
の
木
材
産
業
や
伝
統
工

芸
を
引
き
継
ぐ
多
く
の
人
材
が
育
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。」、
木
曽
官
材
野
村
理
事

長
か
ら
は
「
こ
の
協
定
が
意
義
あ
る
も
の
と
な

る
よ
う
地
元
の
木
材
関
係
団
体
と
し
て
最
大
限

の
協
力
を
し
て
参
り
た
い
」
と
決
意
が
述
べ
ら

れ
、
立
会
人
の
畑
中
上
松
副
町
長
か
ら
は
「
本

協
定
は
木
材
産
業
等
の
発
展
に
対
し
意
義
あ
る

協
定
で
あ
り
、
上
松
町
と
し
て
も
卒
業
生
が
当

町
で
就
業
で
き
る
よ
う
な
支
援
に
つ
い
て
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
。」
と
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
、
本
日
の
協
定
締
結
に
基
づ
き
、
地
域

材
を
利
用
す
る
木
工
技
術
・
技
能
を
引
き
継
ぐ

多
く
の
若
者
が
、
長
野
県
上
松
技
術
専
門
校
か

ら
羽
ば
た
き
、
山
村
地
域
の
発
展
に
つ
な
げ
て

い
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

［
岐
阜
署
］
平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
二
日
、

下
呂
市
役
所
に
お
い
て
、「
下
呂
市
小
坂
町
北

東
地
区
森
林
整
備
推
進
協
定
締
結
式
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
締
結
式
で
は
、
岐
阜
森
林
管
理

署
長
、
下
呂
市
長
、
岐
阜
県
下
呂
農
林
事
務
所

長
、（
独
）
森
林
総
合
研
究
所　

森
林
農
地
整

備
セ
ン
タ
ー　

岐
阜
水
源
林
整
備
事
務
所
長
及

び
小
坂
町
森
林
組
合　

代
表
理
事
組
合
長
の
五

名
に
よ
り
協
定
書
へ
の
署
名
が
な
さ
れ
ま
し

協定書調印式で挨拶する高嶋木曽署長

協定書締結後握手を交わす代表者

協定書を手にする代表者（中央が森川岐阜署長）

森
林
整
備
協
定
を
締
結
し

�

民
有
林
と
連
携

職
業
訓
練
の
た
め
の
木
曽
産
木
材
の

�

供
給
と
利
用
等
に
関
す
る
協
定
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た
。

　

本
協
定
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
に
岐
阜
県

と
中
部
森
林
管
理
局
に
お
い
て
締
結
し
た
、
森

林
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
の
持
続
的
発
揮
及
び

木
材
の
安
定
供
給
等
を
目
的
と
し
た
「
岐
阜
県

に
お
け
る
健
全
で
豊
か
な
森
林
づ
く
り
の
推
進

に
関
す
る
覚
書
」
に
基
づ
き
、
下
呂
地
区
初
と

な
る
森
林
共
同
施
業
団
地
を
設
定
し
締
結
し
た

も
の
で
す
。

　

本
協
定
の
目
的
は
、
民
有
林
と
国
有
林
が
連

携
し
間
伐
等
の
森
林
整
備
や
作
業
路
網
の
整
備

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
林
業
の
生
産
性
の
向
上

や
林
業
事
業
体
の
育
成
・
強
化
、
木
材
の
安
定

供
給
等
の
着
実
な
推
進
を
図
り
、
森
林
の
持
つ

多
面
的
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る
と
と
も

に
、
下
呂
市
小
坂
町
の
林
業
・
木
材
産
業
の
活

性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
森
林
共
同
施
業
団
地
は
、
民
有
林
二
、

四
〇
〇
㌶
、
国
有
林
二
、八
〇
〇
㌶　

計
五
、

二
〇
〇
㌶
で
、
国
有
林
は
五
四
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

協
定
期
間
は
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
平
成

三
十
三
年
度
ま
で
の
八
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
整
備
は
保
育
間
伐
一
〇
〇
㌶
、
搬
出
間

伐
三
〇
〇
㌶
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

路
網
整
備
は
、
林
業
専
用
道
三
、〇
〇
〇
㍍
、

森
林
作
業
道
一
、八
〇
〇
百
㍍
を
計
画
し
、
路

網
整
備
に
当
た
っ
て
は
民
有
林
と
国
有
林
を
一

体
的
に
連
絡
・
循
環
す
る
効
率
的
な
路
網
整
備

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
印
後
の
記
者
会
見
で
、
森
川
岐
阜
森
林
管

理
署
長
は
「
小
坂
町
北
東
地
域
の
林
業
、
木
材

産
業
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
。」、
野
村
下
呂

市
長
は
、「
県
内
に
大
型
加
工
施
設
が
で
き
需

要
の
高
ま
り
を
感
ず
る
時
、
本
協
定
は
意
義
深

い
下
呂
市
の
林
業
再
生
に
寄
与
す
る
も
の
と
考

え
る
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
締
結
が
ゴ
ー
ル
で
な
く
ス
タ
ー
ト

と
し
て
位
置
づ
け
、
今
後
は
、
各
機
関
と
連
携

を
密
に
し
、
協
議
を
重
ね
森
林
整
備
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 ［
北
信
署
黒
姫
森
林
事
務
所
］

�

森
林
官
　
森
田
　
直
宏

　

黒
姫
森
林
事
務
所
は
、
長
野
県
上
水
内
郡
信

濃
町
内
の
国
有
林
を
中
心
に
約
六
、八
〇
〇
㌶

の
森
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

管
理
す
る
国
有
林
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
水

は
、
上
水
道
や
農
業
用
水
に
利
用
さ
れ
、
地
域

の
重
要
な
水
源
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
黒
姫
高
原
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
ス
キ
ー

場
」
や
「
い
い
づ
な
リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場
」
の

二
つ
の
ス
キ
ー
場
に
加
え
て
、
北
信
五
岳
の
裾

野
を
利
用
し
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
「
癒
や
し

の
森
」
な
ど
森
林
を
利
用
し
た
施
設
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度
に
は
、
国
有
林
に
隣
接
す

る
民
有
林
で
様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
、
ア

フ
ァ
ン
の
森
財
団
と
「
社
会
貢
献
の
森
に
お
け

る
森
林
整
備
活
動
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
、
国
有
林
の
森
林
整
備
な
ど
の
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

黒
姫
森
林
事
務
所
は
、
北
信
森
林
管
理
署
管

内
の
中
で
生
産
事
業
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
二
十
五
年
度
は
、
五
件
の
生
産
請
負

事
業
が
あ
り
、
約
一
二
、
○
○
○
立
方
㍍
の
生

産
量
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
中
部
森
林
管
理
局
管
内
で
初
め

て
の
取
り
組
み
と
な
る
、
主
伐
と
植
付
の
一
貫

請
負
契
約
を
行
い
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
も
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、
信
州
大
学
と

中
部
局
が
締
結
し
た
協
定
に
基
づ
き
、
低
コ
ス

ト
造
林
技
術
の
開
発
、
普
及
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

国有林内での活動状況（アファンの森財団）

生産と造林の一貫契約（植栽状況）

生産と造林の一貫契約（伐採状況）
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①
愛
知
県
日
進
市

②
歩
く
こ
と
、
登
山
、
動
物
園
巡
り

③�

私
は
高
校
や
大
学
で
林
学
を
体
系
的
に
学
ん

だ
経
験
が
な
い
の
で
、
森
林
が
雨
水
を
吸
収

す
る
よ
う
に
先
輩
方
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学

ば
せ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

①
長
野
県
小
県
郡
長
和
町

②
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
絵
を
描
く
こ
と

③�

同
期
・
先
輩
・
上
司
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
達

に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
精
一
杯
頑
張
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
黒
姫
森
林
事
務
所
で
は
、
森
林
技
術

員
と
非
常
勤
職
員
を
含
め
て
四
名
で
境
界
巡

検
や
収
穫
調
査
、
分
収
育
林
の
明
認
作
業
等
、

日
々
業
務
に
汗
を
流
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
毎

年
度
の
事
業
計
画
を
立
て
る
際
に
は
、
森
林
技

術
員
等
は
現
地
の
状
況
を
よ
く
知
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
て

非
常
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
四
月
に
赴
任
し
、
早
く
も
一

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
昨
年
は
森
林
官
の
業
務

を
こ
な
す
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
の
で
、
二
年
目

と
な
る
今
年
度
は
計
画
的
に
業
務
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
四
月
、
五
名
の
職
員
が
採
用

と
な
り
、
管
内
各
署
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
規
採
用
者
の
皆
さ
ん
の
抱
負
等
を
紹
介
し

ま
す
。

☆
一
般
職

　
①
愛
知
県
江
南
市

②
音
楽
鑑
賞

③�

未
熟
な
面
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
様
々
な
業

務
や
先
輩
方
の
ご
指
導
に
よ
り
社
会
人
と
し

て
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

①
福
島
県
会
津
若
松
市

②
登
山
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ド
ラ
イ
ブ

③�

良
い
社
会
人
に
な
る
た
め
に
報
・
連
・
相
を

心
が
け
社
会
人
と
し
て
、
人
と
し
て
の
先
輩

で
あ
る
上
司
の
方
々
を
目
指
し
、
励
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

①
岐
阜
県
下
呂
市

②
風
景
写
真
を
撮
る
こ
と
（
特
に
自
然
）

③�

明
る
く
、
前
向
き
に
、
元
気
よ
く
、
こ
の
三

拍
子
を
い
つ
も
心
に
置
い
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

◎
森
林
管
理
署
長
等
会
議

５
月
22
日
～
23
日　

中
部
局

収穫調査の様子

奥
おくやま

山　綾
あやな

菜
（富山署）

小
こやま

山　恭
きょうへい

平
（飛騨署）

城
じょうない

内　優
ゆうき

希
（中信署）

野
のなか

中　惠
けいすけ

介
（岐阜署）

纐
こうけつ

纈　樹
いつき

（東信署）
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こ
と
で
、
昭
和
五
年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
昭
和
二
十
年

五
月
の
空
襲
で
双
方
と
も
焼
失
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、天
守
閣
は
昭
和
三
十
四
年
に
再
建
さ
れ
、

本
丸
御
殿
も
復
元
が
望
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

◆
本
丸
御
殿
の
復
元

　

平
成
二
十
一
年
一
月
、
名
古
屋
開
府
四
〇
〇

年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
復
元
が
始
ま

り
ま
し
た
。
本
丸
御
殿
の
歴
史
的
・
文
化
的
価

値
を
有
す
る
と
と
も
に
、
広
く
市
民
が
活
用
で

き
る
財
産
と
な
る
よ
う
に
、
工
期
を
三
期
十
年

で
総
事
業
費
一
五
〇
億
円
を
か
け
て
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

復
元
の
手
法
と
し
て
は
、
焼
失
前
と
同
等
の

歴
史
的
・
文
化
的
価
値
を
有
す
る
建
物
を
再
現

す
る
よ
う
、
原
則
と
し
て
旧
来
の
材
料
・
工
法

に
よ
り
行
わ
れ
て
お
り
、木
曽
地
方
な
ど
で
育
っ

た
天
然
ヒ
ノ
キ
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

構
造
階
数　

木
造
平
屋
建（
書
院
造
）

　

延
べ
面
積　

約
三
、一
〇
〇
平
方
㍍

　

建
築
面
積　

約
三
、六
〇
〇
平
方
㍍

　

主
な
部
屋　

玄
関（
謁
見
者
の
控
え
の
間
）

　
　
　
　
　
　

表
書
院（
外
客
応
接
の
間
）

　
　
　
　
　
　

対
面
所（
内
臣
対
面
の
場
）

　
　
　
　
　
　

上
洛
殿（
将
軍
上
洛
時
の
宿
舎
）

◆
見
ど
こ
ろ

　

工
事
現
場
は
風
雨
か
ら
全
体
を
守
る
た
め

「
素
屋
根
」で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、「
素
屋
根
」

の
内
部
に
は
全
体
が
見
渡
せ
る
見
学
通
路
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
工
事
現
場
す
ぐ
そ
ば
に
は
見

学
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
窓
越
し
に
現
場
の
様
子

を
見
た
り
、
木
に
つ
い
て
の
学
習
や
大
工
道
具

の
見
学
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
五
年
五
月
か
ら
、
玄
関
と

表
書
院
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
殿
の
室
内

は
虎
や
豹
、
花
鳥
風
月
な
ど
を
画
材
と
し
た
障

壁
画
や
飾
金
具
な
ど
で
豪
華
絢
爛
に
飾
ら
れ
て

お
り
、
御
殿
の
建
物
全
て
が
美
術
館
の
よ
う
で

す
。

　

現
在
、
本
丸
御
殿
公
開
記
念
と
し
て
「
名
古

屋
城
春
ま
つ
り
」
が
五
月
六
日
ま
で
開
催
さ
れ

て
お
り
、
特
別
観
覧
と
し
て
玄
関
二
之
間
へ
入

室
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
覧
に

な
っ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

ア
ク
セ
ス
方
法

［
公
共
交
通
機
関
］

　

地
下
鉄
名
城
線

　
「
市
役
所
」下
車
七
番
出
口
よ
り
徒
歩
五
分

［
自
家
用
車
］

　

名
古
屋
高
速
都
心
環
状
線

　
「
丸
の
内
」出
口
か
ら
北
へ
５
分

◆
名
古
屋
城
の
本
丸
御
殿

　

愛
知
県
名
古
屋
市
に
、
日
本
百
名
城
に
選
定

さ
れ
て
い
る
名
古
屋
城
が
あ
り
ま
す
。
築
城
は

一
六
一
〇
年
か
ら
行
わ
れ
、
天
守
閣
の
屋
根
の

上
に
あ
る
金
鯱（
金
の
し
ゃ
ち
ほ
こ
）で
も
有
名

で
、
国
の
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
名
古
屋
場
本
丸
の
天
守
閣
南
側
に
は
、

か
つ
て
本
丸
御
殿
（
一
六
一
五
年
完
成
）
が
あ

り
、
近
世
城
郭
御
殿
の
最
高
傑
作
と
言
わ
れ
、

京
都
二
条
城
の
二
の
丸
御
殿
と
並
ぶ
武
家
風
書

院
造
の
双
璧
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

勇
壮
な
天
守
閣
と
優
美
な
御
殿
が
並
び
建
つ名古屋城

天守閣

本丸御殿

本丸御殿の様子


